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大
項
目 

中
項
目 

具体目標 
具体的な取組 

（●重点とする取組、★中学校区での取組） 

判断基準 

(評価のものさし) 
評価方法 

評価 
時期 

進捗確認 
（～12月） 

達成状況（年度末） 

自己評価 学校関係者評価 

                       

確
か
な
学
び 

 

授
業
改
善 

主体的に学習に取

り組む態度・学習意

欲の向上 

●授業のユニバーサルデザイン化を深化するため、授業研究や校内研修等
の更なる充実を図り、指導方法の工夫改善、指導力向上に取り組む。 

肯定率８５％以上 
全教員の公開授業実施 

堺市学習生活状況調査 
参観・研修委員会討議 

年度末 

随時 

〇 

・定期的にグループごとに校内
研究授業を行い、研究討議を実
施している。 
・授業ごとに時間を設け、自分
の考えを書くことが定着しつ
つある。 
・教員のタブレット活用の意識
が高まってきている。 

〇 

 

 

△ 

 

〇 

 

・年度当初に、講師を招聘しUDの校内研修を実施し、全教員が研究授業を
行った。調査「先生は授業やテストで間違えたところや理解していないと
ころをわかるまで教えてくれる」では86％である。アンケート「先生は授
業に取り組めるよう工夫している」では90％である。 
・アンケート「授業で自分の考えをノートに書いたり発表したりしている」
では70%である。（昨年度67％） 
・調査「授業でタブレットを、どのくらい使用していますか」では週3回
以上が74％である。調査「授業でタブレットを使って、次のようなことに
どれくらい取り組んでいますか」(学習課題に沿って、興味のあることを調
べること)では 82％、(より相手に伝わるように工夫して、発表すること)
では75％である。 

 

 

 

〇 

 

・調査での肯定率が高く、主体的

に学習に取り組む態度・学習意欲

の向上が見られる。 

授業でノートに自分の考え（気づき・疑問点・今後の課題等）を書く時間

を設け、生徒が自主的に学びの整理をする。 

肯定率８０％以上 

グループ別公開授業と討議 

堺市学習生活状況調査 

参観・グループ討議 

年度末 

随時 

●一人一台のタブレットを活用し、問題解決的な学習とともにより深く理
解したり情報を精査して考える「深い学び」の充実を図る。 

肯定率８０％以上 
グループ別公開授業と討議 

堺市学習生活状況調査 
参観・グループ討議 

年度末 

随時 

 
 

基
礎
学
力
向
上 

学びのルールと学

び合う集団づくり 

落ち着いた学習環境を確立するため、基本的な生活・学習習慣について、
教職員が共通理解して取組を進める。 

肯定率８５％以上 
実施報告 
堺市学習生活状況調査 

年度末 

〇 

・授業にしっかり取り組めるよ
う工夫をしている。 
・個々の能力に合わせて学習内
容を考えたり、つまづきのある
生徒には継続的に個別対応を
行っている。 
・ICTも活用しながら、効果的
にグループ学習を行っている。 

〇 

 

〇 

 

〇 

・調査「授業中は学習に集中していますか」では88％である。 
・調査「授業の内容はよくわかりますか」では1年英語84％、2年数学88％
である。チャレンジテスト数学の対府比の同一集団経年比較（1年96％⇒ 2
年101％） 
定期テストが30点未満は、約14％である。 
・調査「授業でタブレットを使って、次のようなことにどれくらい取り組
んでいますか。(ペアやグループで、調べた内容や作成した資料をもとに話
し合いをすること)では81％である。 

 

 

 

〇 

・チャレンジテストにおいて、府

平均と比較しても高く成果が出て

いる。引き続き授業改善等に取り

組んでほしい。 

習熟度別少人数授業の効果的な活用や放課後個別指導等、きめ細やかな指
導を行う。 

３０点未満人数１０％以下 
肯定率８０％以上 

学校教育アンケート 
定期テスト 

学期毎 

年度末 

調べ学習や話し合い活動・グループ（ペア）学習を積極的に取り入れ、教

え合いをする等、わかる喜びを一人でも多く実感させる。 
肯定率８０％以上 堺市学習生活状況調査 年度末 

豊
か
な
心･

健
や
か
な
体 

 
 
 
 

豊
か
な
心
の
育
成 

心身の調和のとれ

た子どもの育成 

●道徳教育において自身の生き方について考えを深め、道徳的な判断力、
心情と態度を育てることで豊かな人権感覚を身につけさせる。 

肯定率８５％以上 
堺市学習生活状況調査 
生徒のワークシート 

年度末 

〇 

・全教員によるローテンション
授業を実施し、単元ごとに振り
返りを行っている。 
・あらゆる教育活動において、
達成感が味わえるような工夫
をしている。 
・学校図書館の活性化を粘り強
く行っている。 

〇 

 

〇 

 

〇 

・調査「自分のことを大切だと思いますか」では86％、「相手の気持ちや
その場の状況を考え、自分の思いをもって行動していますか」では88％で
ある。 
・調査「やると決めたことは、最後までやり遂げようとしていますか」で
は82％「自分はやればできると思いますか」では84％、「自分にはよいと
ころがあると思いますか」では80％である。 
・学校司書、図書館担当教員と協力し、毎日開室した。来室者数は2,893
人（昨年度約1,643人）また、図書館だよりを定期的に発行し、お薦めの
書籍も紹介した。 

 

 

 

〇 

 

・図書館通信を発行したり、先生

おすすめの本を紹介したりと工夫

して取り組めている。また、来室

者数が増えたことは取り組みの成

果である。 

●あらゆる教育活動の中で、物事を最後までやり遂げる成就感や達成感を

得られるようにすることで生徒の自尊感情を高める。 
肯定率８５％以上 

堺市学習生活状況調査 

 
年度末 

学校司書と連携し、学校図書館の開室日数を増やし、有効且つ計画的な活

用を進めることで、生徒が読書に興味が持てるよう啓発を促す。 

図書室来室者数 経年比較 

肯定率６５％以上 

図書担当教諭 実施報告 

堺市学習生活状況調査 
年度末 

生徒指導の充実 

「みんいく授業」「睡眠朝食調査」「みんいく面談」を活用し、「睡眠を切り

口とした生徒指導」という視点で、生徒に自らの健康について考えさせる。 

みんいく面談の実施 

肯定率８５％以上 

みんいく担当者会議 

学校教育アンケート 

随時 

年度末 

〇 

・みんいく授業や睡眠朝食調
査、みんいく面談を定期的に実
施している。 
・情報モラルや規範意識につい
て集会や総合的な学習の時間
を活用し、意識を高めるように
している。 

〇 

 

〇 

 

〇 

・アンケート「みんいくの取り組みは普段の生活習慣の参考になっている」
では70％（昨年度58％）、保護者アンケート「みんいくは必要である」の
では95%である。調査「毎日、だいたい何時間ぐらい寝ていますか」では6
～7時間（1年20％ 2年22％ 3年35％）7～8時間（1年30％ 2年35％ 3
年28％）8～9時間（1年29％ 2年25％ 3年8％）である。 
・道徳教育の充実，スマホ教室の開催や集会で定期的にネット関係を含め
たいじめの防止に努めた。アンケート「いじめは絶対に許されないことで
ある」の意識調査では97％である。 
・調査「学校のきまりを守っていますか」では94％である。 

 

 

 

〇 

・地域とも協働し、学校全体でも

「みんいく」に取り組めており、

成果が出ている。 

ＳＮＳやスマホの正しい使い方等、情報モラルについて理解を深めさせ、
ネットトラブルやいじめ防止に努める。 

肯定率９０％以上 
堺市学習生活状況調査 
実施報告 

年度末 

規範意識の醸成と、主体的に判断し適切に行動できる生徒を育成する。 肯定率８５％以上 堺市学習生活状況調査 年度末 

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り 

 

地
域
・
校
種
間
連
携 

地域への情報発信

や地域連携及び小

中一貫教育の充実 

★「学校群」の教育目標や重点目標を共有し、小中教職員が一体となり児
童生徒の９年間を見通した教育実践を行い、地域や保護者への発信も更に

進める。 

定期的な学校群の会議を行
い３校で効果検証を実施 

実施報告 
学校教育アンケート 

年度末 

〇 

・学校群総合会議や代表者会議
を実施し情報共有を行ってい
る。 
・健全育成協議会の事業や地域
行事への参加を積極的に行っ
ている。 
・通信やホームページ、tetoru
等で学校の情報を発信してい
る。 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

・「学校は学校群の取り組みをしていることを知っている」では 72％であ
る。(昨年度43％) また、2年間のモデル事業で来年度以降の方向性が概
ね固まった。 
・青少年健全育成の事業として、「防災ウィーク」「校区ピカピカ作戦」を
実施し、地域や関係機関との連携や幼保子ども園、小学校、中学校の連携
を更に強化することができた。 
・HPのみならず、Tetoruによる発信が効果的であった。（配布プリント、
学校だより、学年通信、欠席遅刻連絡、部活動の連絡等） 

 

 

 

〇 

 

・地域や関係機関との連携や幼保

子ども園、小中学校での取り組み

ができており、校区清掃や防災教

育もよかった。 

三原台中学校区青少年健全育成協議会の活動を充実させるとともに、積極
的な地域行事への参加等、地域との密接な関係を築く。 

参加者 経年比較 
協議会での肯定的評価 

実施報告 
堺市学習生活状況調査 

年度末 

家庭・地域・学校の協働体制を充実させるため、学校通信・学年通信・学

校ＨＰで学校の情報を発信する。 

肯定率９０％ 

学校ＨＰ毎日更新 
学校教育アンケート 年度末 

「確かな学び」の現状 

 基本的生活習慣の確立とともに、規範意識も身についている生徒が多く、学習に対しても落ち着いて真面目に取り組んでいる。しかし、生徒自

らが自分の考え（気づき，疑問点，課題）を書いたり、見通しを持ち学習を振り返る等、主体的に取り組む意識を高める必要がある。また、「学

校群」の重点目標である「特別支援教育の視点に立った誰一人取り残さない教育の実施」に向け、ユニバーサルデザイン化やインクルーシブ教育

等、生徒が「居場所」と「出番」のある授業づくりと「わかる喜び」を実感できるよう取り組む。 

              

「豊かな心・健やかな体」の現状 

道徳の授業や人権教育等により、色々な視点から自身の生き方や道徳的な判断力、心情や態度について学習している。中学校区でめざす子ども

像の目標達成に向け、学校生活のあらゆる場面で自己肯定感を高め、他者と互いに協働して生きていくための豊かな心を育むことが大切である。 

 体育の授業内容の工夫や部活動等で、子どもたちが体を動かすことの楽しさをしっかり感じることができる取組が必要である。 

                 

令和６年度 重点目標  
（１）総合的な学力を育てるための指導の充実・改善                                    
 １．落ち着いた学習環境を確立するため、学校全体で学習規律の確立をめざす。                                        

 ２．生徒自らが課題や見通しを持ち学習を振り返る主体的な学びを重視するとともに、「わかる喜び」を実感できる授業をめざす。特に、ユニバーサルデザイン化 

   の深化とともに効果的にＩＣＴを活用しながら、深い学びの充実に向けた授業改善をする。 

 ３．家庭・地域の協働により、基本的生活習慣や家庭学習習慣の確立をめざす。特に「みんいく」への取組を中心に、心身ともに健康な生徒を育成する。 

（２）豊かな人間関係で結ばれた集団づくり 
 １．互いの存在を尊重し信頼で結ばれた成長し合う学級づくりを進める。                                           

 ２．色々な人と関わる活動を行い、自他の人の立場を考え、お互いに認めあえる生徒の育成、集団づくりをする。 

 ３．生徒一人ひとりが自分のよさや可能性を知り、それらを発揮し未来の創り手となるために「誰一人取り残さない」教育を充実させる。 

校長より（年度末） 
主体的に取り組もうとする学習や行事で達成感を味わわせることが、子どもたちの自尊感情や自己肯定感の醸成につながることを意識してやってきた。また、教員の授業方法の工夫改善や指導力向上に向け、ICT活用やUD等の研修

を実施し授業力向上にも努めてきた。学校群も含めて、次年度は前述の取組を更に深めていきたい。 

（様式⑦－1 小学校・中学校） 

中学校区におけるめざす子ども像 

  人権意識を高く持ち、特別支援教育を通して、児童生徒の自己肯定感や他者への思いやりの心を育てる （特別支援教育の視点に立った誰一人取り残さない教育の実施） 

 ４．道徳教育において自身の生き方について考えを深め、道徳的な判断力、心情と態度を育てるとともに、教育活動全体を通じて様々な人権にかかわる  

   教育に取り組む。 

（３）学校・家庭・地域との連携 
 １．広報活動を充実させ、学校の方針や取組の理解をより深める。   

 ２．９年間を見通した「学校群」をはじめ、幼保小中高の連携により、子どもの育ちと学びが連続する「縦につながる教育」を推進する。   

 ３．保護者や地域の人々の学校教育への参加促進をはかるべく、「みんいく地域づくり推進委員会」と「学校協議会」との協働、運営の活性化を図る。 

（４）校内研修の充実と、学校のチーム力の発揮 
 １．日頃から教育活動や危機対応の共通理解を図り、組織的な対応をめざす。 

 ２．授業づくりや集団づくりの研修を進め、いじめ・暴力のない安心できる学びの場づくりを進める。 

学校関係者評価者から（年度末） 

学校・家庭・地域・関係機関と協力して取り組めている。 


